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調査概要
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調査内容
１．調査目的

年間に約2万人存在し、がん全体の約2％を占めるAYA世代がん患者は（15～39歳）は数が少ない上、小児

がんと成人がんが混在し罹患臓器もさまざまであるため、患者は多診療科に分散し、医療機関においても社会的

にも孤立しやすい状況にあります。また、それぞれの患者の社会的な背景や就学・就労、恋愛・結婚、出産、育児

などといったライフプランも多様であるため、患者のニーズに応じたきめ細やかな支援ができる体制が必要です。

そうした支援の一助として同じ経験をした仲間が集う患者会は重要な存在でありますが、その活動実態については

明らかになっておりません。そこで、「思春期・若年成人世代（AYA世代）がん患者の包括的ケア提供体制の構

築に関する研究班」では、小児がん経験者を含め、全国各地の現役のAYA世代（15歳～39歳）のがん体験

者（注1参照）を対象にした患者会活動の実態調査を行い、課題や今後も継続して支援するためにどのような取り組

みが必要なのかを考えたいと思います。

地域で、【1】現役のAYA世代（現在の年齢が15歳～39歳）のがん患者さんを対象とした患者会活動を実施し

ている、【2】妊孕性や生殖、恋愛や結婚、就学や就労など、AYA世代のがん患者さんが抱える特徴的な課題に

対応した患者会活動を実施している団体があれば、その活動状況をお知らせください。回答に要する時間は10分

程度です。ご協力をお願いいたします。

（注1）本調査では、患者会活動の実態把握を目的にしており、「AYA世代がん患者」の定義を、【1】15歳から

39歳で発症し、現在15歳から39歳のがん経験者、および、【2】小児がんを経験し、現在15歳から39歳のがん

患者さんとしています。そのため、AYA世代で発症されたとしても、現在40歳以上の方（いわゆる元AYA世代がん

患者さん）は、「支援対象者・参加者」として回答時のカウント対象には含めません。AYA世代の参加率や活動

状況について回答されるときは、ご留意願います。
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調査内容

2．調査対象
【1】小児がん経験者を含めた、現在、AYA世代（現在15歳から39歳）のがん患者さんに関わる患者会活動を実施
している団体

【2】AYA世代（現在15歳から39歳）のがん患者さんが抱える特徴的な課題に対応した患者会活動を実施している
団体

※法人格の有無は問いませんが、医療機関内のみでの活動（例：院内患者会や院内サロン）は除きます。

＜留意事項＞
以下の内容に該当する場合は、回答を除外する場合がありますのでご了承ください。
＊医療関連企業や医療機関に勤務され、それを主たる収入活動とされている方が主催する院内活動も除外させていただきます（いわゆる、院
内の患者さんを対象とした患者支援活動のことで、これらは別途、病院経由で調査を実施しておりますので、本調査では対象外とさせていた
だきます）。

＊営利目的、営利活動として患者さんやご家族を支援している団体や個人での支援活動は対象外とさせていただきます。
＊過去1年以内の活動実績がない団体。
＊科学的根拠に基づかない活動や、公序良俗に反する活動をしている団体。

３．調査時期
・2020年10月30日～11月30日（オープン調査）
・調査方法：ＳＮＳを用いた広報、並びに、一般社団法人全国がん患者団体連合会のメーリングリスト、公益財
団法人がんの子どもを守る会による広報
・調査主体：キャンサーソリューションズ㈱

４．主な調査内容
〇診療状況の変化
〇情報の入手先
〇就労状況、時間、収入の変化
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調査結果
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Q1:活動実績

[Q1]このアンケートで回答していただく団体は以下の条件を満たす、一年以内に活動実績がある場合になります。貴会は該当しますか？
※法人格の有無は問いませんが、医療機関内のみでの活動（例：院内患者会や院内サロン）は対象外になります。
【1】小児がん経験者を含めた、現在、AYA世代（現在15歳から39歳）のがん患者さんに関わる患者会活動を実施している団体
【2】AYA世代（現在15歳から39歳）のがん患者さんが抱える特徴的な課題に対応した患者会活動を実施している団体
(n=20)

はい

100.0%

いいえ 0.0％

資料１
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Q2:回答団体

団体名 団体ホームページ
活動
開始年

法人格
取得年

サブグループ
活動開始年

NPO法人愛媛がんサポートおれんじの会 ― 2008 2009 2018

NPO法人市民と共に創るホスピスケアの会 http://hospice-care.tumble.com 1997 2002 2018

NPO法人がんノート https://gannote.com/ 2014 2016 ―

一般社団法人CSRプロジェクト www.workingsurvivors.org 2009 2011 ―

RBピアサポートの会 https://rbpeer.jimdofree.com/ 2018 ― ―

きゃんでぃの会 ― 2018 ― ―

若年がん患者会ローズマリー http://rosemaryjp.net/ 2014 ― ―

若者がん患者会きらら ― 2011 ― ―

若年がんサバイバー＆ケアギバー集いの場 くまの間 https://kumanoma.jimdofree.com 2015 ― ―

AYA GENERATION＋group https://aya-generation-plus-group.jimdosite.com/ 2019 ― ―

認定NPO法人ハートリンクワーキングプロジェクト cchlwp.com 2011 2015 2012

認定NPO法人にこスマ九州 https://nicosuma.net 2009 2012 2012

ハートリンク共済 https://hartlink.net 2005 ― 2005

小児がん経験者ネットワークシェイクハンズ！ http://shakehands-ccsn.net 2014 ― ―

石川県がん安心生活サポートハウス saiseikaikanazawa.jp/hanaume 2003 ― 2016

Be style ― 2018 ― ―

釧路若年性がん患者会キャンサーコネクト
https://www.facebook.com/Cancer-Connect-
2176308649305419

2018 ― ―

Third place AKITA Facebookのみ 2019 ― ―

富山AYA世代がん患者会Colors https://t-aya.net/ 2020 ― ―

若年性がんサポートグループAYACan!! https://ayacan.org/ 2019 ― ―
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特に限定はしていない

20.0%

親会（年齢は限定していない）の下に、

AYA世代（現在の年齢15歳以上～

39歳）に参加者を限定したサブグループ

がある。

0.0%

親会（年齢は限定していない）の下に、

小児がんを含めたAYA世代（現在の年

齢15歳以上～39歳）に参加者を限定

したサブグループがある。

10.0%

AYA世代のがん患者（現在の年齢15歳

以上～39歳）に限定している 5.0％

小児、および、AYA世代発症のがん患者なら

ば、参加者の現在の年齢は限定していない

30.0%

AYA世代（15～39歳）発症な

らば、参加者の現在の年齢は限定

していない

5.0%

Q3:参加者の対象年齢の限定

[Q3]貴会では、参加者の対象年齢を限定していますか？以下の中から該当するものをお選びください。（ファシリテーターは元AYA世代でも構
いません）(n=20)

その他

・親会の下に、10代～40代の患者・経験者に参加者を限定したサブグループがある

・網膜芽細胞腫を経験した成人が正会員、副会員は同疾患患者の親、配偶者などで
年齢規定なし

・12歳～18歳 加入後は継続

・20代から40代の患者本人とその家族や付き添いのみ

・AYA世代に罹患した人、それ以外でも共通の
悩みを共有できる方を受け入れている

・AYA世代でがんに罹患した方、もしくはAYA
世代がん経験者に共感できるがん経験者

20.0%

10.0%

5.0%

30.0%

5.0%

30.0%

小児、AYA世代発症を中心としている団体が５割、年齢を問わない団体が５割
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団体名と同じである

0.0%

団体名とは異なるグループ名をつ

けている→団体名とAYAグループの

名前が異なる場合はそのグループ

名をご記入ください。

100%

グループ名の詳細
北海道AYA世代がん患者会アヤキタ！、はなうめ青年部

Q4:団体名と異なるAYAグループ名

[Q4]Q3の質問で「AYAサブグループがある」と回答された方にお聞きします。AYAグループの名前が親の団体名と異なる場合は、グループの名
前をご記入ください。(n=2)
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1割

15.0%

2割

10.0%

3割

15.0%

4割

5.0%
5割

15.0%

7割

5.0%

8割

10.0%

9割

15.0%

10割

10.0%

Q5:現役のAYA世代(15～39歳）の参加割合

[Q5]貴会が主催する活動への参加者のうち、現役のAYA世代(15～39歳）がん患者さんの参加割合は何割程度ですか（元AYA世代がん
患者は含みません）？以下から該当する項目をお選びください。
※親団体の下のサブグループとして活動されている団体は、親団体の中でのAYA世代がん患者の割合をご記入ください。

発症年齢を限定している団体と限定していない団体が混在しているため、バラバラな状態
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Q6:主な活動地域

[Q6]貴会の主な活動地域はどこですか？ 全国を対象とした活動の場合は「全国」を選択してください。（複数選択可）(n=20)

活動地域は全国を対象としている団体が25％、都市域が中心となってはいる
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はい（網膜芽細胞

腫）

5.0%

いいえ（部位を特定せずに活動）

95.0%

Q7:罹患部位を特定した活動の有無

[Q7]貴会では罹患部位を特定した活動をしていますか？（例：乳がん、胃がんなど）
※AYAサブグループがある場合は、AYAサブグループについてお答えください。

部位を特定せずに活動している団体が大部分である
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はい

30.0%

いいえ

70.0%

Q8:会員制の採用

[Q8]会員（登録）制を採用していますか？(n=20)

会員制をとっている団体は少なく３割、7割が会員制をとっていない
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Q9:会費・参加費の取得

[Q9]Q8で「はい」と回答された団体にお聞きします。 会費や参加費は取得していますか？ 金額もあわせてお答えください。
親会とシステムが異なる場合はAYAサブグループの活動としてお答えください。（複数選択可）(n=6)

その他の詳細

・定額はなし。セミナーなどでは参加費（会場代、飲食費、資料代）を
1000円～2000円ほど

・共済掛金

・飲食店でやるときのみ飲食代を徴収する

0.0 

0.0 

50.0 

50.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年会費として取得：【 】円／1年間

一回ごとに参加費を取得：【 】円／1回あたり

会費は取得していない

その他（具体的に：【 】）

Ｎ ％

年会費として取得：【 】円／1年間 0 0.0 

一回ごとに参加費を取得：【 】円／1回あたり 0 0.0 

会費は取得していない 3 50.0 
その他（具体的に：【 】） 3 50.0 
全体 6 100.0 

会員制をとっていない団体が多いため会費取得は少ない。お茶代など実費のみを取得。
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10～50名未満

16.7%

50～100名未満

16.7%

100～200名未満

33.3%

200～500名未満

16.7%

700～1000名未満

16.7%

Q10:登録会員数

Q8で「はい」と回答された方にお聞きします。 貴会で登録している会員数はおおよそ何名ですか？
※サブグループがある場合は、親会の会員数をご記入ください。
※なお、開催毎に登録制にしている団体は、延べ登録者数ではなく、1回あたりの平均参加者数をご記入ください。

団体 ％

1～10名未満 0 0.0 

10～50名未満 1 16.7 

50～100名未満 1 16.7 

100～200名未満 2 33.3 

200～500名未満 1 16.7 

500～700名未満 0 0.0 

700～1000名未満 1 16.7 

1000名以上 0 0.0 

わからない 0 0.0 

全体 6 100.0 

100-200名規模が３割、ほか規模の大小がとても大きい。
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自己資金：1.00

個人からの寄付：0.65 

法人団体からの寄付：0.45 

企業からの協賛・協賛金：

0.30 

セミナー、研修会講

師としての謝金：

0.25 

助成金 ：2.60 

会費収入 ：0.50 

イベントなどの参加費収入 ：

1.20 

その他：2.55 

答えたくない：0.50 

Q11:主たる収入源と全体の費用の中で占める割合

貴会の主たる収入源について該当する項目を選び（複数選択可）、全体の費用の中で占める割合をご記入願います。
※答えたくない場合は、答えたくないに10割とご回答ください。

数値回答
平均

自己資金：【 】割 1.00 

個人からの寄付：【 】割 0.65 

法人団体からの寄付：【 】割 0.45 

企業からの協賛・協賛金：【 】割 0.30 

セミナー、研修会講師としての謝
金：【 】割

0.25 

助成金 ：【 】割 2.60 

会費収入 ：【 】割 0.50 

イベントなどの参加費収入：【 】割 1.20 

その他：【 】割 2.55 

答えたくない：【 】割 0.50 

助成金が2.6、その他2.55、参加費収入1.2、自己資金1、安定した財政基盤に欠ける
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Q12:主たる支出と全体の費用の中で占める割合

事務局人件費：1.20 

案内や会報発行などの印

刷代や送料：1.35 

ホームページ維持費：

0.15

講演会や交流会の会場

費：1.95  

講演会の謝金：0.55 

交流会のお茶菓子代：

1.25 

その他, 3.55 

答えたくない： 0.00 

貴会の主たる支出について該当する項目を選び（複数選択可）、全体の費用の中で占める割合をご記入願います。
※答えたくない場合は、答えたくないに10割とご回答ください。

数値回答
平均

事務局人件費：【 】割 1.20 

案内や会報発行などの印刷代や送料：【 】割 1.35 

ホームページ維持費：【 】割 0.15 

講演会や交流会の会場費：【 】割 1.95 

講演会の謝金：【 】割 0.55 

交流会のお茶菓子代：【 】割 1.25 

イベントなどの参加費収入：【 】割 0.00 

その他：【 】割 3.55 

答えたくない：【 】割 0.00 

その他3.5、会場費1.95、印刷費1.35、菓子代1.25。実務部分が占める割合が多い。

事務局家賃、パソコン・
備品購入など
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Q13:事務局の運営体制

[Q13]事務局の運営体制について教えてください。（複数選択可）※常勤／非常勤 スタッフとは雇用契約を結んで活動しているスタッフとします。
(n=20)

その他の詳細

・事業によっては更に無償ボランティア20-30人

・メンバーが役割を分担している

20 

0 00 0

14

0

3

00 0

33

0 00 0

5

1
0

5

0 0

10

0 0

5

2

0 0
1

0 00 0

5

3

5

00 0

2

0 0

3

0 0
1

0 0 00 0

3

0

5

10

15

20

25

1 常勤／非常勤 スタッフ 2 有償ボランティア 3 無償ボランティア

無償ボランティアに支えられた団体が多い
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活動運営費

約１～1,700万円／1年間

こたえたくない

30.0%

Q14:1年間の活動運営費

[Q14]差し支えなければ、貴会（親会）の1年間の活動運営費のおおよその金額を教えてください。

(n=20)
活動運営費約（ 万円／1年間）

160万円／1年間

900万円／1年間

100万円／1年間

50万円／1年間

10万円／1年間

1,400万円／1年間

800万円／1年間

600万円／1年間

60万円／1年間

1,700万円／1年間

1万円／1年間

10万円／1年間

0万円／1年間

15万円／1年間

自治体からの委託事業などがある場合は１千万を超えるが、50万以下が４割を占め、団
体間の差が大きい。
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約１～10割、わからない、こ

たえたくない

0.0%

約0割

100.0%

Q15：AYAサブグループの活動支出

[Q15]Q3の質問で「AYAサブグループがある」と回答された団体にお聞きします。
AYAサブグループの活動支出は、親グループ（親会）の活動支出の何割程度を占めていますか？
(n=2)
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いいえ

15.0%

わからない

20.0%

Q16：ピアサポート研修修了者の在籍

[Q16]運営スタッフの中にピアサポート研修を修了している方はいますか？
(n=20)

はい→「はい」と回答した人は具体的な研修会名を記載し
てください。研修会名が分からない場合は、主催者の名前を
ご記入ください。

・愛媛県主催 ピアサポーター養成研修
・北海道ピアサポート研修会
・厚生労働省委託事業 研修プログラム
・神奈川県がん連 グループネクサスジャパン
・NPO法人ミーネット主催の講座
・林三枝
・がんの子どもを守る会
・石川県と当サポートハウスが主催している養成講座
・上原弘美
・2019年 アステラス製薬ピアサポート研修
・富山県のピアサポート研修会
・代表のみ:AYA世代がんサポート研修(AYA研)、ピアサ
ポート研修(サイコオンコロジー)、BEC(CNJ)、ピアサポート
よこはま、小児がんピアサポート研修

65.0%

7割の団体で何らかの研修を受けた人が在籍をしているが、その研修内容は、厚労省委託
事業による研修は半数以下。民間団体や団体独自の研修になっているのが現状。
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40.0 

30.0 

35.0 

30.0 

30.0 

20.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講演会へ招聘しています

団体の運営にかかわってもらっています

交流会へ参加をしてもらっています

アドバイザーとして参加をしてもらっています

その他

医療者の参加はありません

答えたくない

Q17:医療従事者の参加

[Q17]貴会の活動に、医療従事者が参加をしていますか？該当するものをお選びください。（複数選択可）
※サブグループがある場合は、親会の活動として回答願います。(n=20)

その他の詳細
・事業の種類によって、交流会の参加やアドバイザー、サポーターとして参加してもらっています。
・主に自身もがん経験のあるナースの団体、ぴあナースに参加してもらい、難しいケース等にも相談に乗ってもらっている。
・テーマイベントの際はご協力いただいています。通常の交流会は、当事者のみです。
・審査医
・病院が委託を受けている
・自分が医療従事者

講演会・交流会への招聘が多い。団体運営やアドバイザリーとしての参加も3割程度。
病院からの委託、医療者自身が開催している団体も多い。
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0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.0 

0.0 

10.0 

5.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

10.0 

0.0 

0.0 

5.0 

0.0 

0.0 

5.0 

0.0 

5.0 

10.0 

10.0 

20.0 

20.0 

5.0 

5.0 

0.0 

10.0 

75.0 

80.0 

65.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

ピアサポート

勉強会の開催

交流イベントの開

催

その他

毎週1回程度 毎月1～2回程度 2カ月に1回程度 3カ月に1回程度 4カ月に1回程度

半年に1回程度 年に1回程度 年に1回未満 実施していない 無回答

Q18:医療機関内で行っている活動内容

[Q18] 医療機関内で行っている活動内容について教えてください。なお、回答は、新型コロナウィルス感染症拡大による影響はなかったときのこ
とを思い出してご記入ください。（注）ピアサポートは「同じ体験をした仲間が相互に助け合う活動」を言います。本調査では個人面談、グルー
プなど参加の形態は問いません。※サブグループがある場合は、親会の活動として回答願います。【その他以外必須】

その他の詳細
・緩和ケア病棟見学会
・医療機関での活動は依頼があれば実施するというスタンスです。定期的活動はしておりません。
・医療機関内には活動の広報を主に依頼している。公共会議室等を使用して交流会やセミナーを行っている。
・活動スタートがコロナ禍と同時であったため、オンラインのみの活動経験しかありません。

・医師との相談会

・医療機関内での活動は行っていない
・院内の相談センターが主催したAYA世代の交流会の
運営に一緒に携わりました。

医療機関内で活動をしている団体は３割程度、７～８割は院内では活動していない。
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10.0 

5.0 

5.0 

0.0 

10.0 

0.0 

30.0 

0.0 

30.0 

15.0 

20.0 

15.0 

10.0 

15.0 

0.0 

0.0 

5.0 

0.0 

5.0 

5.0 

10.0 

15.0 

5.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.0 

5.0 

0.0 

0.0 

15.0 

15.0 

20.0 

10.0 

5.0 

10.0 

5.0 

5.0 

10.0 

10.0 

10.0 

0.0 

5.0 

5.0 

10.0 

5.0 

0.0 

15.0 

20.0 

50.0 

10.0 

40.0 

45.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

60.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ピアサポート

勉強会

交流イベントの開催

ニュースレターなどの発行（オンライン含む）

インターネットなどを活用した情報交換（掲示板）

その他

毎週1回程度 毎月1～2回程度 2カ月に1回程度 3カ月に1回程度 4カ月に1回程度

半年に1回程度 年に1回程度 年に1回未満 実施していない 無回答

Q19:医療機関外で行っている活動状況

[Q19]医療機関外で行っている活動状況について教えてください。なお、回答は、新型コロナウィルス感染症拡大による影響はなかったときのこと
を思い出してご記入ください。

医療機関外ではピアサポート８割、交流会９割。毎月～半年に１度程度の開催。
インターネットによる情報交換も５割程度となっている。
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0.0 

15.0 

0.0 

5.0 

30.0 

25.0 

50.0 

30.0 

10.0 

15.0 

45.0 

0.0 

15.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療機関内での対面型の活動も変わらずに継続している（感染予防策は実施）

医療機関内での対面型の活動は全て中止にしている

医療機関内での対面型の活動を一時期中止にしていた（現在は再開）

医療機関外での対面型の活動は変わらずに継続している（感染予防策は実施）

医療機関外での対面型の活動は全て中止にしている

医療機関外での対面型の活動は一時期中止にしていた（現在は再開）

オンラインでの活動に全て切り替えた（開始した）

オンラインでの活動に一部を切り替えた（対面型との組み合わせ）

もともとオンラインを中心に活動していたので特に影響はなかった

感染症拡大以前より活動頻度が増えた

感染症拡大以前より活動頻度が減った

検討中（立ち上げの準備中）

その他

Q20:新型コロナウィルス感染症拡大以降（2020年4月～）活動の変化

[Q20]新型コロナウィルス感染症拡大以降（2020年4月以降）の患者会活動の変化についてお聞きします。該当するものをお選びください
（複数回答可）。※サブグループがある場合は、親会の活動として回答願います。(n=20)

その他の詳細
・活動頻度を増やすつもりでいたが、スタッフの体調不良により実現できず前年度と変わらない頻度となった。
・医療相談等、電話・メール。
・活動費は、助成していただいてるのですが、患者会の開催が出来ず、提出した事業内容を一部変更して行わった。

５割が全面オンラインへ切り替え。一部組み合わせも含めると８割がオンラインを活用。
５割が活動頻度が減少、対面については全面中止が3割、現在は再開が３割。
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調査票

Cancer Solutions CO., LTD all rights reserved

Q1 このアンケートで回答していただく団体は以下の条件を満たす、一年以内に活動実績がある場合になります。貴会は該当しますか？※法人格の有無は問
いませんが、医療機関内のみでの活動（例：院内患者会や院内サロン）は対象外になります。

MA

Q1

【1】小児がん経験者を含めた、現在、AYA世代（現在15歳から39歳）のがん患者さんに関わる患者会活動を実施している
団体

【2】AYA世代（現在15歳から39歳）のがん患者さんが抱える特徴的な課題に対応した患者会活動を実施している団体

単一回答 Ｎ ％

1 はい 20 100.0 

2 いいえ 0 0.0 

全体 20 100.0 
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Q2 貴会の情報について教えてください。 MA

団体名 団体ホームページ 活動開始年 法人格取得年
AYA世代に特化した
サブグループ活動

開始年

NPO法人愛媛がんサポートおれんじの会 ― 2008 2009 2018

NPO法人市民と共に創るホスピスケアの会 http://hospice-care.tumble.com 1997 2002 2018

NPO法人がんノート https://gannote.com/ 2014 2016 ―

一般社団法人CSRプロジェクト www.workingsurvivors.org 2009 2011 ―

RBピアサポートの会 https://rbpeer.jimdofree.com/ 2018 ― ―

きゃんでぃの会 ― 2018 ― ―

若年がん患者会ローズマリー http://rosemaryjp.net/ 2014 ― ―

若者がん患者会きらら ― 2011 ― ―

若年がんサバイバー＆ケアギバー集いの場 くまの間
https://kumanoma.jimdofree.co
m

2015 ― ―

AYA GENERATION＋group
https://aya-generation-plus-
group.jimdosite.com/

2019 ― ―

認定NPO法人ハートリンクワーキングプロジェクト cchlwp.com 2011 2015 2012

認定NPO法人にこスマ九州 https://nicosuma.net 2009 2012 2012

ハートリンク共済 https://hartlink.net 2005 ― 2005

小児がん経験者ネットワーク シェイクハンズ！ http://shakehands-ccsn.net 2014 ― ―

石川県がん安心生活サポートハウス saiseikaikanazawa.jp/hanaume 2003 ― 2016

Be style ― 2018 ― ―

釧路若年性がん患者会キャンサーコネクト
https://www.facebook.com/Canc
er-Connect-2176308649305419

2018 ― ―

Third place AKITA Facebookのみ 2019 ― ―

富山AYA世代がん患者会Colors https://t-aya.net/ 2020 ― ―

若年性がんサポートグループAYACan!! https://ayacan.org/ 2019 ― ―
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Q３ 貴会では、参加者の対象年齢を限定していますか？ 以下の中から該当するものをお選びください。（ファシリテーターは元AYA世代でも構いません） MA

Ｎ ％

1 特に限定はしていない 4 20.0 

2 親会（年齢は限定していない）の下に、AYA世代（現在の年齢15歳以上～39歳）に参加者を限定したサブグループがある。 0 0.0 

3
親会（年齢は限定していない）の下に、小児がんを含めたAYA世代（現在の年齢15歳以上～39歳）に参加者を限定した
サブグループがある。

2 10.0 

4 AYA世代のがん患者（現在の年齢15歳以上～39歳）に限定している 1 5.0 

5 小児、および、AYA世代発症のがん患者ならば、参加者の現在の年齢は限定していない 6 30.0 

6 AYA世代（15～39歳）発症ならば、参加者の現在の年齢は限定していない 1 5.0 

7 その他（具体的に：【 】） 6 30.0 

全体 20 100.0 

Q4 Q3の質問で「AYAサブグループがある」と回答された方にお聞きします。AYAグループの名前が親の団体名と異なる場合は、グループの名前をご記入ください。(n=2) MA

単一回答
Ｎ ％

1 団体名と同じである 0 0.0 

2 団体名とは異なるグループ名をつけている→団体名とAYAグループの名前が異なる場合はそのグループ名をご記入ください。【 】 2 100.0 

全体 2 100.0 

Q５ 貴会が主催する活動への参加者のうち、現役のAYA世代(15～39
歳）がん患者さんの参加割合は何割程度ですか（元AYA世代がん患者
は含みません）？以下から該当する項目をお選びください。※親団体の下
のサブグループとして活動されている団体は、親団体の中でのAYA世代がん
患者の割合をご記入ください。

単一回答 Ｎ ％

10割 0 0.0 

21割 3 15.0 

32割 2 10.0 

43割 3 15.0 

54割 1 5.0 

65割 3 15.0 

76割 0 0.0 

87割 1 5.0 

98割 2 10.0 

109割 3 15.0 

1110割 2 10.0 

12わからない 0 0.0 

全体 20 100.0 

MA
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Q６ 貴会の主な活動地域はどこですか？ 全国を対象とした活動の場合は「全国」を選択してください。（複数選択可）(n=20) MA
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Q７ 貴会では罹患部位を特定した活動をしていますか？（例：乳がん、胃がんなど）※AYAサブグループがある場合は、AYAサブグループについてお答えくださ

い。
MA

単一回答 Ｎ ％

1 はい（部位を限定して活動）「はい」と回答された場合は部位をご記入ください：【 】 1 5.0 

2 いいえ（部位を特定せずに活動） 19 95.0 

全体 20 100.0 

Q８ 会員（登録）制を採用していますか？ MA

単一回答 Ｎ ％

1 はい 6 30.0 

2 いいえ 14 70.0 

全体 20 100.0 

Q９ Q8で「はい」と回答された団体にお聞きします。会費や参加費は取得していますか？金額もあわせてお答えください。親会とシステムが異なる場合はAYAサ

ブグループの活動としてお答えください。（複数選択可）

MA

N ％

1 年会費として取得：【 】円／1年間 0 0.0 

2 一回ごとに参加費を取得：【 】円／1回あたり 0 0.0 

3 会費は取得していない 3 50.0 

4 その他（具体的に：【 】） 3 50.0 

全体 6 100.0 
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Q10 Q8で「はい」と回答された方にお聞きします。貴会で登録している会員数はおおよそ何名ですか？ ※サブグループがある場合は、親会の会員数をご記入く

ださい。※なお、開催毎に登録制にしている団体は、延べ登録者数ではなく、1回あたりの平均参加者数をご記入ください。
MA

単一回答 Ｎ ％

1 1～10名未満 0 0.0 

2 10～50名未満 1 16.7 

3 50～100名未満 1 16.7 

4 100～200名未満 2 33.3 

5 200～500名未満 1 16.7 

6 500～700名未満 0 0.0 

7 700～1000名未満 1 16.7 

8 1000名以上 0 0.0 

9 わからない 0 0.0 

全体 6 100.0 

数値回答 全体 無回答 有効ケース数 合計 平均 標準偏差 最小値 最大値

1 自己資金：【 】割 20 0 20 20.00 1.00 2.08 0.00 8.00 

2 個人からの寄付 ：【 】割 20 0 20 13.00 0.65 1.27 0.00 5.00 

3 法人団体からの寄付 ：【 】割 20 0 20 9.00 0.45 1.15 0.00 5.00 

4 企業からの協賛・協賛金 ：【 】割 20 0 20 6.00 0.30 0.98 0.00 4.00 

5 セミナー、研修会講師としての謝金：【 】割 20 0 20 5.00 0.25 0.72 0.00 3.00 

6 助成金 ：【 】割 20 0 20 52.00 2.60 3.38 0.00 10.00 

7 会費収入 ：【 】割 20 0 20 10.00 0.50 1.00 0.00 3.00 

8 イベントなどの参加費収入 ：【 】割 20 0 20 24.00 1.20 2.42 0.00 10.00 

9 その他：【 】割 20 0 20 51.00 2.55 4.42 0.00 10.00 

10 答えたくない：【 】割 20 0 20 10.00 0.50 2.24 0.00 10.00 

Q11 貴会の主たる収入源について該当する項目を選び（複数選択可）、全体の費用の中で占める割合をご記入願います。※答えたくない場合は、答えたく

ないに10割とご回答ください。
MA
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数値回答 全体 無回答 有効ケース数 合計 平均 標準偏差 最小値 最大値

1 事務局人件費：【 】割 20 0 20 24.00 1.20 2.44 0.00 8.00 

2 案内や会報発行などの印刷代や送料 ：【 】割 20 0 20 27.00 1.35 1.79 0.00 7.00 

3 ホームページ維持費：【 】割 20 0 20 3.00 0.15 0.37 0.00 1.00 

4 講演会や交流会の会場費 ：【 】割 20 0 20 39.00 1.95 2.37 0.00 7.00 

5 講演会の謝金：【 】割 20 0 20 11.00 0.55 0.89 0.00 3.00 

6 交流会のお茶菓子代 ：【 】割 20 0 20 25.00 1.25 2.47 0.00 10.00 

7 イベントなどの参加費収入 ：【 】割 20 0 20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

8 その他：【 】割 20 0 20 71.00 3.55 3.66 0.00 10.00 

9 答えたくない：【 】割 20 0 20 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

Q12 貴会の主たる支出について該当する項目を選び（複数選択可）、全体の費用の中で占める割合をご記入願います。 ※答えたくない場合は、答えたくな

いに10割とご回答ください。
MA

複数回答 Ｎ ％

1 常勤／非常勤 スタッフ：【 】人 7 35.0 

2 有償ボランティア：【 】人 3 15.0 

3 無償ボランティア：【 】人 11 55.0 

4 その他（具体的に：【 】） 2 10.0 

5 よくわからない 2 10.0 

全体 20 100.0 

Q13 事務局の運営体制について教えてください。（複数選択可）※常勤／非常勤 スタッフとは雇用契約を結んで活動しているスタッフとします。 MA
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Q14 差し支えなければ、貴会（親会）の1年間の活動運営費のおおよその金額を教えてください。 MA

単一回答 Ｎ ％

1 活動運営費約【 】万円／1年間 14 70.0 

2 こたえたくない 6 30.0 

全体 20 100.0 

Q15 Q3の質問で「AYAサブグループがある」と回答された団体にお聞きします。AYAサブグループの活動支出は、親グループ（親会）の活動支出の何割程度

を占めていますか？
MA

単一回答 Ｎ ％

1 約10割 0 0.0 

2 約9割 0 0.0 

3 約8割 0 0.0 

4 約7割 0 0.0 

5 約6割 0 0.0 

6 約5割 0 0.0 

7 約4割 0 0.0 

8 約3割 0 0.0 

9 約2割 0 0.0 

10 約1割 0 0.0 

11 約0割 2 100.0 

12 わからない 0 0.0 

13 こたえたくない 0 0.0 

全体 2 100.0 
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Q16 運営スタッフの中にピアサポート研修を修了している方はいますか？ MA

単一回答 Ｎ ％

1
はい→「はい」と回答した人は具体的な研修会名を記
載してください。 研修会名が分からない場合は、主催
者の名前をご記入ください。【 】

13 65.0 

2 いいえ 3 15.0 

3 わからない 4 20.0 

全体 20 100.0 

Q17 貴会の活動に、医療従事者が参加をしていますか？該当するものをお選びください。（複数選択可）※サブグループがある場合は、親会の活動として回

答願います。
MA

複数回答 Ｎ ％

1 講演会へ招聘しています 8 40.0 

2 団体の運営にかかわってもらっています 6 30.0 

3 交流会へ参加をしてもらっています 7 35.0 

4 アドバイザーとして参加をしてもらっています 6 30.0 

5 その他（具体的に：【 】） 6 30.0 

6 医療者の参加はありません 4 20.0 

7 答えたくない 0 0.0 

全体 20 100.0 
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Q18 医療機関内で行っている活動内容について教えてください。なお、回答は、新型コロナウィルス感染症拡大による影響はなかったときのことを思い出してご

記入ください。（注）ピアサポートは「同じ体験をした仲間が相互に助け合う活動」を言います。本調査では個人面談、グループなど参加の形態は問いません。※
サブグループがある場合は、親会の活動として回答願います。【その他以外必須】

MA

1 2 3 4 5 6 7 8 9

全体
毎週1回
程度

毎月1～2
回程度

2カ月に1
回程度

3カ月に1
回程度

4カ月に1
回程度

半年に1
回程度

年に1回
程度

年に1回
未満

実施し
ていない

無回答

単一回答

1 ピアサポート
20 0 2 0 0 0 0 2 1 15 0 

100.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 5.0 75.0 0.0 

2 勉強会の開催
20 0 0 0 0 0 1 2 1 16 0 

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 10.0 5.0 80.0 0.0 

3 交流イベントの開催
20 0 2 0 0 1 0 4 0 13 0 

100.0 0.0 10.0 0.0 0.0 5.0 0.0 20.0 0.0 65.0 0.0 

4
その他 (補足事項などがあれば具体的に
100文字以内で記載）【 】

20 0 1 0 2 0 1 4 2 0 10 

100.0 0.0 5.0 0.0 10.0 0.0 5.0 20.0 10.0 0.0 50.0 



Cancer Solutions CO., LTD all rights reserved

Q19 医療機関外で行っている活動状況について教えてください。なお、回答は、新型コロナウィルス感染症拡大による影響はなかったときのことを思い出してご記
入ください。（注）ピアサポートは「同じ体験をした仲間が相互に助け合う活動」を言います。 本調査では個人面談、グループなど参加の形態は問いません。※
サブグループがある場合は、親会の活動として回答願います。【その他以外必須】

MA

1 2 3 4 5 6 7 8 9

単一回答 全体
毎週1
回程度

毎月1
～2回
程度

2カ月に
1回程
度

3カ月に
1回程
度

4カ月に
1回程
度

半年に1
回程度

年に1回
程度

年に1回
未満

実施し
ていない

無回答

1 ピアサポート
20 2 6 2 1 0 3 1 1 4 0 

100.0 10.0 30.0 10.0 5.0 0.0 15.0 5.0 5.0 20.0 0.0 

2 勉強会
20 1 0 3 1 0 3 1 1 10 0 

100.0 5.0 0.0 15.0 5.0 0.0 15.0 5.0 5.0 50.0 0.0 

3 交流イベントの開催
20 1 6 0 2 1 4 2 2 2 0 

100.0 5.0 30.0 0.0 10.0 5.0 20.0 10.0 10.0 10.0 0.0 

4 ニュースレターなどの発行（オンライン含む）
20 0 3 0 3 1 2 2 1 8 0 

100.0 0.0 15.0 0.0 15.0 5.0 10.0 10.0 5.0 40.0 0.0 

5 インターネットなどを活用した情報交換（掲示板）
20 2 4 1 1 0 1 2 0 9 0 

100.0 10.0 20.0 5.0 5.0 0.0 5.0 10.0 0.0 45.0 0.0 

6 その他
20 0 3 0 0 0 2 0 3 0 12 

100.0 0.0 15.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 15.0 0.0 60.0 

Cancer Solutions CO., LTD all rights reserved

Q20 新型コロナウィルス感染症拡大以降（2020年4月以降）の患者会活動の変化についてお聞きします。該当するものをお選びください（複数回答可）。

※サブグループがある場合は、親会の活動として回答願います。
MA

複数回答 Ｎ ％

1 医療機関内での対面型の活動も変わらずに継続している（感染予防策は実施） 0 0.0 

2 医療機関内での対面型の活動は全て中止にしている 3 15.0 

3 医療機関内での対面型の活動を一時期中止にしていた（現在は再開） 0 0.0 

4 医療機関外での対面型の活動は変わらずに継続している（感染予防策は実施） 1 5.0 

5 医療機関外での対面型の活動は全て中止にしている 6 30.0 

6 医療機関外での対面型の活動は一時期中止にしていた（現在は再開） 5 25.0 

7 オンラインでの活動に全て切り替えた（開始した） 10 50.0 

8 オンラインでの活動に一部を切り替えた（対面型との組み合わせ） 6 30.0 

9 もともとオンラインを中心に活動していたので特に影響はなかった 2 10.0 

10 感染症拡大以前より活動頻度が増えた 3 15.0 

11 感染症拡大以前より活動頻度が減った 9 45.0 

12 検討中（立ち上げの準備中） 0 0.0 

13 その他（具体的に：【 】） 3 15.0 

全体 20 100.0 


